








Stagnation of Nijo family in the late Muromachi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Among the five households in the early Muromachi period, the Nijo family was 
particularly prosperous. However, it was forced into stagnation in the latter part of the 
Muromachi period, In this paper, we examined the reasons behind the stagnation of 






















がある。厳密さに欠けることとなるが、就任と退任を年単位で概算すると、西暦の一三六七年から一四六六年の一〇〇年間に関しては、近衛家 五年間、鷹司家が三年間、九条家が一〇年間 一条家が 年間で、二条家が五一年間とな 二条家と一条家が突出しているのは一目瞭然である。それに対し、一四六七年から一五七六年までの一 〇年 ると、近衛家が三七年間となり、鷹司 が一一 間、九条家が一七年間、一条家が一六年間、そして二条家は 八年間である。近衛家が突出するようになり、他の四家は横並び 数字 な 。　
いったい、二条家の栄華はどこにい しまったのであろうか。なぜ室町期の二条家は栄華を誇り、戦国期には


































































後柏原天皇の名前（勝仁）について勅問があった。そのときの勅問相手は「禅閤」 （一条兼良） 、 「太閤」 （二条持







































応仁の乱が勃発してからというもの、 将軍家への武家参賀は 「堅固無人」 という状況になっていたが、 それでも 「太
閤」こと二条持通は参候を欠かさなかった。持通のこのような姿勢は、五摂家当主たちの中でも特筆されるものであった。　



























































































































































参内した中御門宣胤は二条家に死者が発生したという情報を得た （傍線部） 。宣胤は太閤 （持通） かと想像したが、
















































家の家礼になることが「未曾有」であること、それもこれも日野家が「権家」だからこそ起きる事態であること、などが記されてい 。史料を裏読みすれば、二条家は「権家」でないと認識されていたということである。応仁の乱勃発直後におい 、すでに二条家の栄華は動揺していた。 こに二条政嗣の早世が重なったことで、応仁の乱後、二条家は加速度的に窮乏していった。　


















文明一三年 応仁の乱により退転していた二条邸での藤 覧が復活した（傍線部） 。しかし、参加者が僅少の寂
しい会に終わってしまったようだ（波線部） 。公家社会にも、二条家にも、もはや優雅に藤を観賞しているような余裕はなくなっていた。　
そして、 「祖母公」が切り盛りせざるをえなくなっ 時代には 次のような体たらくとなる。
　





































































えに、当該期の貴族にとって、天皇家や将軍家からの信望（それにより派生する金銭援助）は頼みの綱であった。持通期までの二条家は、その先例故実の蓄積により、天皇家からも将軍家からも信望を集めていたが、なかでも特に将軍家への依存度が高かった。しかし、当該期 は、その将軍家そのものが経済的に困窮しつつあっ 。タニマチともいえる足利将軍家の窮乏は、二条家の家経済を直撃した である。　




























































17） 「武家拝賀次第二条太閤作進云々、今 以写本写留了」 （ 『後法興院記』文明一八年七月二七日条） 。
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35） 「自今夜除目ト也、執筆関白ノ由承及也、依無京都、巨細事不収」 （ 『言国卿 七年正月二五日条）
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40） 「抑右府事菊亭前内府ニ被宣下云々、内府云当官云摂家為理運歟如何、但不及競望歟」 （ 『後法興院記』明応四年一二月一二日条） 。
（
41）
 武家からの資金援助、すなわち「武家訪」が公家経済の収入源となっていく様子は松永和浩『室町期公武関係と南北朝内乱』 （吉川弘文館
　
二〇一三）に詳しい。
（
42）池享『戦国・織豊期の武家と天皇』 （校倉書房
　
二〇〇三） 。
（
43）拙稿前掲注（
20） 。
